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2019年5月31日

九州・沖縄　地域包括ケア及び地域共
生社会取組事例サイト

　本サイトでは、地域包括ケアシステム及び地域共生社会の構築に寄与する取り組みをご紹介しま

す。（随時更新）

（1）介護予防・日常生活支援総合事業

　　　〇 山口県防府市・・・『移動支援をはじめたら、地域が介護予防に熱心になった話』

（2）在宅医療・介護連携推進事業

         〇 沖縄県恩納村・・・『沖縄県中部地区における在宅医療・介護連携推進事業の取組み』

（3）認知症施策推進事業

　　　〇 人吉球磨成年後見センター・・・『成年後見センター設立に向けての取組について』

　　　〇 NPO法人市民後見人の会・ながさき・・・『市民後見人の会・ながさきの取り組み』

　　　〇 宮崎県門川町・・・『認知症で地域づくり』

　　　〇 一般社団法人市民介護相談員なは・・・『市民介護相談員なはの取り組み』

　　　〇 宮崎県西都市・・・『運転免許自主返納高齢者に関する情報連絡同意書制度の運用』

　　　〇 長崎県大村市・・・『認知症の方がいつまでも暮らせるまちづくりを目指して』

（4）生活支援体制整備事業

　　　〇 福岡県福津市・・・『地域づくりにおける市町村の役割』

（5）その他

　　　〇 NPO栄町地域づくり会・・・『支えあいによる心温まるまちづくり』

　　　〇 益城町地域支え合いセンター・・・『見守り支援をとおして』

1　地域包括ケアシステムに関する取組事例

2　地域共生社会に関する取組事例（準備中）
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地域包括ケア推進フォーラム（案） 

 

  地域包括ケアシステムの深化推進については、生活支援体制整備をはじ

めとする各種事業について各市町村等が精力的に取り組んでいるところで

あるが、今後、各事業の連携を図りながら、更なる充実を図ることが必要で

あるため、「九州・沖縄地域包括ケア推進フォーラムを開催します。 

 

１．主    催：九州厚生局 

２．後    援：九州各県及び沖縄県 

３．開催日時：令和元年８月３０日（金） 

４．開催場所：クローバープラザ（福岡県春日市原町３－１－７） 

５．対 象 者：九州厚生局管内の市町村職員・県職員 

・社会福祉協議会職員等 

６．プログラム 

≪九州厚生局長挨拶≫ （１３：００～１３：１０） 

≪基調講演≫         （１３：１０～１３：４０） 

                   厚生労働省老健局長 

≪九州厚生局長表彰式≫（１３：４５～１４：４５） 

≪取組紹介≫ 

                      各受賞者から 

 

【シンポジウム】      （１５：００～１６：３０） 

   自治体関係者と調整中 

 

（１６：３０以降、希望する事業者について、地域共生マッチング支援事

業に係る個別ヒアリングを実施します。）  
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  九州厚生局地域包括ケアシステムアドバイザー派遣について 
 
 九州厚生局では、九州・沖縄管内の地域包括ケア深化推進及び地域共生社会実現に向け

た支援を希望する市町村等に対して、それぞれの市町村等の課題に即したアドバイザ－の

派遣を実施することとしました。 

  この機会に研修会、講演会、個別相談などへのアドバイザー派遣を積極的に検討して下

さい。 

 

１ アドバイザー派遣事業の流れ・・・・① 

 

２ アドバイス項目 

 （１）介護予防・日常生活支援事業 

 （２）一般介護予防事業 

 （３）地域ケア会議 

 （４）在宅医療・介護連携推進事業 

 （５）認知症総合支援事業 

 （６）権利擁護（成年後見・介護相談員等） 

 （７）生活支援体制整備事業 

 （８）その他 

 

３ アドバイザー一覧表・・・・② 

 

４ 申請書等の様式 

    ・アドバイザー派遣申請書（様式第１号）・・・・・・③ 

    ・アドバイザー派遣実施報告書（様式第５号）・・・・④ 

 

５ その他 

  アドバイザー派遣への経費（諸謝金、旅費等）については、アドバイザーと依頼者側

の調整により、経費が発生する場合は、依頼者による負担とさせていただきます。 
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様式第１号

様式第４号

様式第５号

⑦

⑤

⑥

①

②

様式第２号

③

④ 様式第３号県
・
市
町
村
等

九
州
厚
生
局

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

申し込み

依頼

承諾

決定

アドバイス依頼

助言等

報告

アドバイザー登録・派遣調整の概要
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令和元年５月31日現在

○　介護予防・日常生活支援事業

アドバイザー 所属 役職

中村
ナカムラ

　一朗
イチロウ

山口県防府市健康福祉部高齢福祉課 主幹（政策担当）

芹川
セリカワ

　真寿美
マスミ

熊本市中央６地域包括支援センター 主任

江藤
エトウ

　修
オサム

大分県杵築市医療介護連携課 課長

小川
オガワ

　浩美
ヒロミ 大分県国東市高齢者支援課・地域包括

支援センター
課長・所長

大坂
オオサカ

　純
ジュン

東北こども福祉専門学校 副学院長

○　一般介護予防事業

アドバイザー 所属 役職

中垣内
ナカガイチ

　真樹
マサキ

鹿屋体育大学・スポーツ生命科学系 教授

江田
エダ

　佳子
ヨシコ 長崎県佐々町住民福祉課（地域包括支

援センター）
課長補佐

大坂
オオサカ

　純
ジュン

東北こども福祉専門学校 副学院長

○　地域ケア会議

アドバイザー 所属 役職

江藤
エトウ

　修
オサム

大分県杵築市医療介護連携課 課長

江田
エダ

　佳子
ヨシコ 長崎県佐々町住民福祉課（地域包括支

援センター）
課長補佐

大坂
オオサカ

　純
ジュン

東北こども福祉専門学校 副学院長

○　在宅医療・介護連携推進事業

アドバイザー 所属 役職

坂上
サカウエ

　陽一
ヨウイチ 公益財団法人肝属郡医師会　肝属郡医

師会立病院
地域医療室長

谷口
タニグチ

　喜彦
ヨシヒコ 宮崎県日南市健康福祉部　長寿課　地域

包括ケア推進係
課長補佐兼係長

江藤
エトウ

　修
オサム

大分県杵築市医療介護連携課 課長

○　認知症総合支援事業

アドバイザー 所属 役職

党
トウ

　一浩
カズヒロ

小規模多機能施設めおといわ「ゆい」 施設長

九州厚生局地域包括ケアシステムアドバイザー一覧
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○　権利擁護（成年後見・介護相談員等）

アドバイザー 所属 役職

かく　くにこ ＮＰＯ法人　市民後見人の会・ながさき 理事

内村
ウチムラ

　まゆき ＮＰＯ法人　市民後見人の会・ながさき 理事

熊
クマ

　佐智子
サチコ

ＮＰＯ法人　市民後見人の会・ながさき 理事

酒井
サカイ

　修子
シュウコ

ＮＰＯ法人　市民後見人の会・ながさき 理事

岸部
キシベ

　誠
マコト

ＮＰＯ法人　市民後見人の会・ながさき 理事

仲本
ナカモト

　しのぶ 一般社団法人　市民介護相談員　なは 代表理事

大坂
オオサカ

　純
ジュン

東北こども福祉専門学校 副学院長

○　生活支援体制整備事業

アドバイザー 所属 役職

溝口
ミゾグチ

　道昭
ミチアキ 社会福祉法人　済昭園　済昭園在宅介護

支援センター
嬉野市第１層生活支援コー
ディネーター

宮田
ミヤタ

　太一郎
タイチロウ

国東市社会福祉協議会
国東市第１層生活支援コー
ディネーター

中村
ナカムラ

　一朗
イチロウ

山口県防府市健康福祉部高齢福祉課 主幹（政策担当）

齋
サイ

藤
トウ

　鈴子
スズコ

ＮＰＯ法人　隣の会 理事長

芹川
セリカワ

　真寿美
マスミ

熊本市中央６地域包括支援センター 主任

江藤
エトウ

　修
オサム

大分県杵築市医療介護連携課 課長

小川
オガワ

　浩美
ヒロミ 大分県国東市高齢者支援課・地域包括

支援センター
課長・所長

大坂
オオサカ

　純
ジュン

東北こども福祉専門学校 副学院長

山内
ヤマウチ

　強
ツヨシ 厚生労働省　九州厚生局　地域包括ケア

推進課
課長

○　その他（地域共生社会）

江藤
エトウ

　修
オサム

大分県杵築市医療介護連携課 課長
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様式第１号 
                                年  月  日 
 
九州厚生局 
健康福祉部地域包括ケア推進課長  殿 
 
                     団体等の名称 
                     代 表 者 氏 名                       
 
       九州厚生局地域包括ケアシステムアドバイザー派遣申請書 
 
  下記のとおりアドバイザーを派遣していただきますようお願いします。 
 
 派 遣 希 望 日 
 及び希望時間 
 
 
 
 

 
 第１希望日： 令和   年   月   日   曜日 
               （        ：        ～    ：   ） 
 第２希望日： 令和   年   月   日   曜日 
        （    ：    ～    ：   ） 
 第３希望日： 令和   年   月   日   曜日 
        （    ：    ～    ：   ） 

 
 派遣場所の 
 住 所 ・ 名 称 
 

 
 〒 
                            
                 電話：       （   ） 

 
 対 象 者 

 
 

 
 参加予定人員 

 
                 人 

 
 派遣希望 
 アドバイザー名 

 
 
 

 
 解決したい課題 
 等の内容 
 又は講演・研修 
 講師を依頼する 
 場合のテーマ・ 
 内容等 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
  
 担 当 者 の 
 氏名・連絡先 
 
 
 

 
 (ﾌﾘｶﾞﾅ) 
  氏 名 

 
 
 

 
   住 所 

 
 

 
   電 話 

 
 

 
 FAX 

 
 

 
  E メール 

 
 

 
 備    考 
 
 

 
 
 
 

  会合、研修会等の開催要項等があれば添付してください。 
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様式第５号 
 
                                年  月  日 
 
九州厚生局 
健康福祉部地域包括ケア推進課長  殿 
 
                     団体等の名称 
                     代 表 者 指 名                       
 
      九州厚生局地域包括ケアシステムアドバイザー派遣実施報告書 
 
  下記のとおりアドバイザーの派遣を受けましたので報告します。 
 
 派 遣 日 

 
 令和   年   月   日   曜日 

 
 派 遣 時 間 

 
           ：    ～    ：  

 
 派 遣 場 所 の 
 住 所 ・ 名 称 

 
 〒 
                           電話：       （   ） 

 
 対 象 者 

 
 

 
  参加人員 

 
                 人 

 
 アドバイザー名 

 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 開催概要・ 
 感想等 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  添付資料：当日の資料、実施状況の写真２、３枚を添付してください。 
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令和元年度地域共生社会の実現に向けた自治体等研修（案） 

 
   ■ 開 催 日   令和元年７月下旬～１２月上旬 
 
   ■ 場   所   福岡県・長崎県・宮崎県・沖縄県の４カ所 
 
   ■ テ ー マ    地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制の構築 
 
   ■ 目   的   九州厚生局管内の各県における地域共生社会の実現に向け、各 

県単位で自治体職員及び社会福祉協議会等の関係機関の職員向

けに研修会を開催し、情報共有やネットワークを構築することを

目的とする。 
 
   ■ 対   象    市町村等の自治体職員及び市町村社会福祉協議会等の関係機関 

の職員 
                   （県職員及び県社会福祉協議会職員並びに他県の関係機関の職員 

の参加も可） 
 
   ■ プログラム（案） 
 

① 開会挨拶   １３：３０～１３：４０ 【九州厚生局】 
 

② 行政説明   １３：４０～１４：１０ 【厚生労働省社会・援護局】 

         「地域共生社会の実現に向けて」 

 
③ 基調講演   １４：１０～１５：００ 【別紙案のとおり】 

         「地域共生社会の実現に向けた取組について」 

   
④ 取組報告    １５：１０～１５：４０ 【別紙案のとおり】 

                             「地域共生社会の実現に向けた取組報告」 

 
⑤ グループ討議  １５：５０～１６：５０ 

 
⑥ 連絡事項      １６：５０～１７：００ 
 
（１７：００以降、希望する事業者について、地域共生マッチング 
 支援事業に係る個別ヒアリングを実施します。） 
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（別紙案） 

 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に係る自治体等研修（案） 

 

【福岡会場】・・・令和元年７月下旬～８月上旬 

 ① 行政説明・・・厚生労働省社会・援護局 

 ② 基調講演・・・社会福祉法人 南高愛隣会 

 ③ 取組報告・・・長崎県長崎市 

 

【宮崎会場】・・・令和元年８月２日（金） 

 ① 行政説明・・・厚生労働省社会・援護局 

 ② 基調講演・・・一般社団法人 共生社会実現サポート 「とんとんとん」 

 ③ 取組報告・・・鹿児島県鹿屋市 

 

【長崎会場】・・・令和元年１１月 

① 行政説明・・・厚生労働省社会・援護局 

 ② 基調講演・・・NPO 法人 スチューデント・サポート・フェイス 

 ③ 取組報告・・・宮崎県都城市 

 

【沖縄会場】・・・令和元年１２月 

① 行政説明・・・厚生労働省社会・援護局 

 ② 基調講演・・・NPO 法人 抱樸 

 ③ 取組報告・・・福岡県大牟田市 
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令和元年度第１回・第２回 九州厚生局地域共生セミナー 

 

■ 今回のテーマ  地域資源を活用した移動支援 

 

■ 目    的   高齢者の移動手段の確保について安心して買い物等

出来るよう、交通行政や地域住民と福祉行政等の連携の

あり方について考える。 

 

■ 対    象  市町村職員・社協職員等 

             （県庁職員、関係機関等の傍聴可） 

 

■ プログラム 

 【第１回 令和元年６月２５日（火）  

福岡第二合同庁舎２階共用第４～６会議室】 

（福岡市博多区博多駅東２－１０－７） 

①  開会挨拶    １３：００～１３：１０   【九州厚生局】 

②  行政説明     １３：１０～１３：５０   【国土交通省九州運輸局】 

                高齢者の移動手段の確保に向けた最近の動

きについて 

③  実例報告    １４：００～１４：４０    

【清水直樹氏（社）鹿屋市社会福祉協議会】                          

ドライブサロン 

          １４：４０～１５：２０     

【溝口道昭氏 （社）済昭園】 

                               他職種連携による介護予防と買い物支援の

居場所「ごましお健康くらぶ」 

④  グループ討議  １５：２０～１６：２０ 

⑤  連絡事項    １６：２０～１６：３０  

（１６：３０以降、希望する事業者について、地域共生マッチング支援事業に係

る個別ヒアリングを実施します。）  
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 【第２回 令和元年７月２４日（水）   

熊本市国際交流会館ホール】 

                    （熊本市中央区花畑町４－１８） 

①  開会挨拶    １３：００～１３：１０   【九州厚生局】 

② 行政説明    １３：１０～１３：５０   【国土交通省九州運輸局】 

                高齢者の移動手段の確保に向けた最近の動

きについて 

③  実例報告     １４：００～１４：４０ 

              【清水直樹氏（社）鹿屋市社会福祉協議会】 

                ドライブサロン 

          １４：４０～１５：２０     

【溝口道昭氏 （社）済昭園】 

                 他職種連携による介護予防と買い物支援 

                 の居場所「ごましお健康くらぶ」 

④  グループ討議  １５：２０～１６：２０ 

⑤  連絡事項    １６：２０～１６：３０  

（１６：３０以降、希望する事業者について、地域共生マッチング支援事業に係

る個別ヒアリングを実施します。）  
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九州厚生局が取り組む地域共生マッチング支援事業について 

 

 

自治体や福祉関係事業者等が抱えている課題などをヒアリング等により把握

し、他省庁（国交省、農水省、経産省、総務省）の地方支分部局と連携し情報

共有等を行うとともに、厚労省及び他省庁の関連施策等を活用した支援策の検

討など、以下４事業についてマッチング支援を行う。 

 

１ 居住支援（国交省九州地方整備局との連携） 

自治体（市町村）の福祉分野と住宅分野の職員から、九州地方整備局と共

同でヒアリングを行い、各分野が持つ資源や情報力を有効活用した実効性の

ある具体的な地域政策を共に検討するなどの支援を行う。 

※ 平成 30年 10 月から、九州地方整備局と共同で「地域包括ケア等×住宅建築ス 

トック政策クラフトチーム」を開催しており、管内５市町が参加。 

 

２ 移動支援（国交省九州運輸局との連携） 

自治体（各県）を通じて、移動手段の確保に課題を抱えている事業者（高

齢者や生活困窮者の通いの場、障害者の就労継続支援事業所などの実施主

体）を把握し、九州運輸局（各県運輸支局）と協議し、当該地域の交通事業

者に協力の可能性等の検討の要請や両省の関連施策等を活用した支援策の検

討を行う。 

 

３ 農福連携支援（農水省九州農政局との連携） 

福祉関係事業者（農業への取組を検討している障害者就労継続支援事業

所、生活困窮者支援事業所や高齢者の生きがいづくり事業を実施している団

体などの実施主体）から、九州農政局と共同でヒアリングを行い、実施可能

性やその方法を検討し、地域の JA 等に対して協力できる農家等の調査を依頼

するとともに、両省の関連施策等を活用した支援策の検討を行う。 

※ 平成 29年度から、農山漁村振興交付金(農水省所管)に農福連携対策が創設されて 

おり、平成 29年度は管内３団体、平成 30 年度は管内６団体を支援。 

 

４ ICT 利活用支援（経産省九州経済産業局、総務省九州総合通信局との連携） 

福祉関係事業者や医療関係事業者等から、ICT の導入検討や課題について

ヒアリング等により把握し、九州経済産業局や九州総合通信局にその内容等

を伝達し、各省の関連施策等を活用した支援策の検討を行う。  
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厚生労働省九州厚生局は地域共生社会の構築に向けた取組を推進しています。

●社会構造の変化や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」

「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、

人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮ら

しと生きがい、地域をともに創っていく社会を目指すものです。

地域共生社会とは

九州厚生局における地域共生社会構築に向けた取り組み

※自治体･社会福祉協議等、関係機関への周知を依頼する広報案（自治体広報誌等に掲載するイメージ）

居住支援
（国交省九州地方整備局との連携）

自治体（市町村）からヒアリングを行い、各分
野が持つ資源や情報力を有効活用した実効性の
ある具体的な地域政策を共に検討するなどの支
援を行います。
※ 平成30年10月から、「地域包括ケア等×住

宅建築ストック政策クラフトチーム」を開
催しており、管内５市町が参加しています。

自治体（市町村）からヒアリング
を行い、各分野が持つ資源や
情報力を有効活用した

実効性のある具体的な地域政
策を共に福祉関係事業者（障
害者就労継続支援事業所、生
活困窮者支援事業所や高齢者
の生きがいづくり事業を実施し
ている団体などの実施主体）か

移動支援
（国交省九州運輸局との連携）

移動手段の確保に課題を抱えている事業者（高
齢者や生活困窮者の通いの場、障害者の就労継
続支援事業所などの実施主体）を把握し、当該
地域の交通事業者に協力の可能性等の検討の要
請や両省の関連施策等を活用した支援策の検討
を行います。

農福連携支援
（農水省九州農政局との連携）

福祉関係事業者（障害者就労継続支援事業所、
生活困窮者支援事業所や高齢者の生きがいづく
り事業を実施している団体などの実施主体）か
ら、ヒアリングを行い、実施可能性やその方法
を検討し、地域のJA等に対して協力できる農家
等の調査を依頼するとともに、両省の関連施策
等を活用した支援策の検討を行います。

ICT利活用支援
（経産省九州経済産業局、

総務省九州総合通信局との連携）

福祉関係事業者や医療関係事業者等から、ICT
の導入検討や課題についてヒアリング等により
把握し、九州経済産業局や九州総合通信局にそ
の内容等を伝達し、各省の関連施策等を活用し
た支援策の検討を行います。

※マッチング支援を希望される自治体や事業者は、九州厚生局地域共生社会推進室（092-432-6784）まで、
お問い合わせ下さい。

●九州厚生局においては、地域包括ケアシステム、生活困窮者支援、障害者の地域生活支援、

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施などの事業について、地域の実情に応じた優れた

取組を行っている市町村・事業所等の事例を優良事例として紹介するためのサイトの創設や、

支援を希望する市町村等に対して、優れた取組を行っている市町村・事業者の職員や有識者

をアドバイザーとして派遣するなど、優良事例・ノウハウの横展開を推進しています。

●さらに、自治体や福祉関係事業者等が抱えている課題などをヒアリング等により把握し、他

省庁（国交省、農水省、総務省、経産省）の地方支分部局と連携・情報交換を行うとともに、

関連施策等を活用した支援策の検討などのマッチング支援（住居支援・移動支援・農福連携

支援・ICT利活用支援）事業を行っています。

４つのマッチング支援事業
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R1.5.31 九州厚生局地域共生社会推進会議（創設までの進め方、運用方法、会員拡大のための方策等を検討）

R1.6 官民ネット創設に向けた広報及び会員の募集（九州厚生局HPへの掲載、自治体等への働きかけ）

運用ルールの策定（管理方法、運用方法など）

R1.7中旬 初期会員の確定及びメーリングリストによるネットワークの構築

※専用のネットワークシステム導入について、運用開始後も引き続き検討

R1.7下旬 運用開始

※会員募集は引き続き行い、マッチングにつながる輪の拡大を図っていく

R2上半期 第1回官民ネット総会の実施

「九州・沖縄地域共生社会官民ネット」の概要

・自治体や医療・介護・福祉関係団体が抱える課題と取組が先行している自治体や関係団体、民間企業等のノウハ

ウ、知見を有している大学等とのマッチングを図るため、それらの者を会員としたネットワークを構築し、会員

間での課題解決に向けた意見交換や情報の共有、マッチングを自律的・恒常的に行う仕組みを創設する。

・マッチング成立後、他の自治体等への横展開が可能なものについては、官民ネット内で共有するとともに、優良

事例として九州厚生局ホームページに公開するなど、九州・沖縄管内の地域共生社会の実現に向けた取組の推進

を図るためのツールの一つとして活用する。

・自治体や医療・介護・福祉関係団体が抱える課題と取組が先行している自治体や関係団体、民間企業等のノウハ

ウ、知見を有している大学等とのマッチングを図るため、それらの者を会員としたネットワークを構築し、会員

間での課題解決に向けた意見交換や情報の共有、マッチングを自律的・恒常的に行う仕組みを創設する。

・マッチング成立後、他の自治体等への横展開が可能なものについては、官民ネット内で共有するとともに、優良

事例として九州厚生局ホームページに公開するなど、九州・沖縄管内の地域共生社会の実現に向けた取組の推進

を図るためのツールの一つとして活用する。

会 員

地域共生社会の取組に関して、

・意欲的な自治体や医療・介護・福祉関係団体

・課題を抱えている自治体や医療・介護・福祉関係団体

・知見を有している大学等学識機関

・ノウハウを保持している民間企業、医療機関、福祉施設 など広く募る。

運用開始までのスケジュール

趣 旨
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

九州・沖縄地域共生社会推進会議 第１回会議 第２回会議

優良事例サイト 創設

セミナー（包括と合同） 第１回（６月２５日：合庁） 第２回（熊本） 第３回（宮崎） 第４回（佐賀） 第５回（長崎） 第６回（沖縄） 第７回（鹿児島） 第８回（大分）

共生社会実現に向けた市町村等研修会

アドバイザー登録・派遣調整 登録依頼 対象者へ打診 登録・派遣調整

九州厚生局長表彰 選考委員会 表彰

地域共生社会推進フォーラム 開催

九州総合通信局 基金の各県担当者会議にて説明等

九州経済産業局

九州・沖縄地域共生社会官民ネット 創設

九州・沖縄地域包括ケアWG 第１回会議 第２回会議

九州厚生局地域包括ケア推進本部（地域共生
社会推進本部の一部）

4月19日 第２回会議

各県ヒアリング（介護保険事業（支援）計画）

各県担当者会議 総合事業等 認知症 基金 医療・介護連携 若年性認知症

優良事例サイト 創設

セミナー（共生と合同） 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

アドバイザー登録・派遣調整 対象者へ打診 登録・派遣調整

九州厚生局長表彰 優良事例の募集 選考委員会 表彰

地域包括ケア推進フォーラム 開催

九州農政局

九州地方整備局

九州運輸局 九州運輸局 九州運輸局

ブロックごと開催（２か所）
例（長崎・沖縄）等

ブロックごと開催（２か所）
例（福岡・宮崎）等

優良事例の募集

地
域
共
生
関
係

地
域
包
括
ケ
ア
関
係

国の他省庁とのマッチング

国の他省庁とのマッチング

ヒアリング
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